
令和 4年 3月 23 日 

行財政改革・大都市制度調査特別委員会                   

区再編後の協議会体制（イメージ）について 

１ 目指す姿 

市と住民が共に協力し、歩み続けることができる仕組み

２ 新たな体制構築に向けたキーワード 

◇魅力の創出 

◇モチベーションの高揚 

◇負担（用事や役目、役割など）の軽減 

◇組織の継続性 

◇地域事情への配慮 

 ◇行政サポートの充実

３ 新たな協議会のイメージ（2/18 意見交換後） 

(1)見直しのポイント（これまでとの違い） 

 区自治会連合会を組織の核とする 

 既存組織の活用（併用）も可能とする 

 組織は画一でなく多様とする 

 組織をスリム化する 

 コミュニティ担当による支援を強化する 

(2)再考したイメージ図 

〔区協議会とした場合〕 〔区協議会ではなく、一般的な協議会とした場合〕 
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